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日
本
民
俗
学
に
お
い
て
は
、
畑
作
文
化
は
稲
作
文
化
と
比
較
と
し
て
等
閑
視

（

ワ

』

）

さ
れ
て
き
た
が
、
近
年
、
畑
作
文
化
へ
の
関
心
が
次
第
に
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

（

ｎ

．

）

こ
う
し
た
情
況
の
中
か
ら
、
と
く
に
埼
玉
県
に
お
い
て
麦
作
の
研
究
が
輩
出
し

て
、
農
作
物
の
中
で
、
大
一

分
を
占
め
て
い
た
。
こ
の
声

も
畑
作
（
文
化
）
を
研
究
‐

示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

神
奈
川
県
は
、
稲
作
儀
礼
や
畑
作
儀
礼
な
ど
の
農
耕
儀
礼
が
き
わ
め
て
稀
薄

な
地
域
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
お
け
る
農
機
具
の
飛
躍

的
な
発
展
、
農
薬
化
学
肥
料
な
ど
の
発
達
、
そ
れ
ら
に
と
も
な
う
農
法
の
発
達

に
よ
り
、
農
業
そ
の
も
の
が
大
き
く
変
化
し
た
と
同
時
に
、
い
わ
ゆ
る
都
市
化

な
ど
に
よ
り
従
来
の
伝
統
的
な
社
会
が
大
き
く
変
質
す
る
過
程
の
中
で
、
農
耕

儀
礼
を
は
じ
め
と
し
た
民
俗
事
象
や
生
活
用
具
（
民
具
）
が
消
滅
し
て
き
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
今
回
、
取
り
上
げ
る
畑
作
儀
礼
は
今
日
で
は
ほ
と
ん

（

君

１

）

ど
み
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
。

と
こ
ろ
で
県
下
に
お
い
て
は
、
丘
陵
地
帯
や
山
間
部
が
多
い
こ
と
も
相
俟
っ

て
、
農
作
物
の
中
で
、
大
麦
・
小
麦
・
粟
・
稗
・
な
ど
の
畑
作
物
が
主
要
な
部

分
を
占
め
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
同
時
に
取
り
も
直
さ
ず
神
奈
川
県
に
お
い
て

も
畑
作
（
文
化
）
を
研
究
し
て
い
く
こ
と
き
わ
め
て
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
暗

神
奈
川
県
下
の
畑
作
儀
礼
に
つ
い
て

Ｉ

事

例

報

告

を

中

心

に

Ｉ

は

じ

め

に

鈴

木

通

大

事
例
①
一
月
四
日
、
農
始
め
と
い
っ
て
年
神
様
に
供
え
た
鏡
餅
の
下
に

し
い
た
半
紙
で
幣
束
を
作
り
榊
の
枝
に
つ
け
た
り
、
ま
た
は
正
月
飾
り
の
幣

束
を
門
松
の
小
枝
に
つ
け
た
り
し
て
、
こ
れ
を
家
の
近
く
の
田
や
畑
に
さ

す
。
そ
の
前
に
洗
米
の
オ
サ
ン
ゴ
ウ
（
御
散
供
）
を
供
え
、
鍬
で
ひ
と
く
わ
入

（

川

孟

）

れ
て
耕
す
真
似
を
す
る
。
（
川
崎
市
麻
生
区
黒
川
）

最
初
に
予
祝
儀
礼
の
事
例
を
紹
介
し
よ
う
。
こ
こ
で
は
、
ウ
ナ
ィ
ゾ
メ
と
称

さ
れ
る
鍬
入
れ
の
儀
礼
と
粟
穂
稗
穂
に
代
表
さ
れ
る
モ
ノ
ッ
ク
リ
の
儀
礼
が
多

く
み
ら
れ
る
。
と
く
に
モ
ノ
ッ
ク
リ
に
つ
い
て
は
、
ア
ワ
ヘ
ボ
（
粟
穂
稗
穂
）

の
儀
礼
を
中
心
に
紹
介
す
る
。

て
き
た
こ
と
は
意
義
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

本
槁
で
は
、
す
で
に
報
告
さ
れ
て
い
る
資
料
集
を
中
心
に
、
で
き
る
か
ぎ
り

畑
作
儀
礼
に
関
す
る
事
例
を
収
集
し
、
予
祝
儀
礼
・
播
種
儀
礼
・
収
穫
儀
礼
と

い
う
三
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
し
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
若
干
の
考
察
を
加
え

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
稲
作
儀
礼
に
つ
い
て
は
紙
幅
の
関
係
上
、

別
の
機
会
に
言
及
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

事
例
②
正
月
二
日
は
う
な
い
ぞ
め
と
言
っ
て
、
門
松
の
小
枝
と
オ
カ
ン

餅
を
少
量
半
紙
に
の
せ
て
、
明
方
を
向
き
豊
作
を
祈
り
、
畑
で
鍬
入
れ
の
行

（

后

。

）

事
を
や
る
。
（
横
須
賀
市
下
平
作
）

｜
、
予
祝
儀
礼
と
年
占
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事
例
⑤
四
日
に
ウ
ナ
ィ
ゾ
メ
を

ワ
う
な
っ
て
盛
り
あ
げ
、
半
紙
の
上

（

ｎ

ｏ

）

枝
を
さ
し
て
く
る
。
（
藤
沢
市
打
戻
）

四
日
に
ウ
ナ
ィ
ゾ
メ
を

事
例
③
う
な
い
初
め
は
正
月
四
日
に
や
っ
た
。
門
松
を
一
枝
と
っ
て
散

供
米
と
浪
の
花
、
お
神
酒
を
少
し
、
そ
れ
に
輪
か
ざ
り
を
も
っ
て
畑
に
行
き

一
鋤
い
れ
て
、
そ
こ
に
も
っ
て
い
っ
た
も
の
を
納
め
る
の
が
、
う
な
い
初
め

（

戸

、

）

だ
っ
た
。
（
鎌
倉
市
津
）

事

例

⑥

ゥ

ナ

ィ

（

Ｑ

》

）

耕
す
。
（
同
市
田
行
）

ウ
ナ
イ

事
例
⑦
正
月
四
日
ゥ
ナ
ィ
ゾ
メ
と
い
っ
て
門
松
を
折
っ
て
、
手
近
な
田

と
畠
に
行
っ
て
ク
ワ
ィ
レ
を
し
た
。
オ
カ
ザ
リ
、
オ
サ
ン
ゴ
を
持
っ
て
行
き
、

（

叩

）

北
の
方
を
向
い
て
う
な
い
、
松
・
オ
ヵ
ザ
リ
・
オ
サ
ン
ゴ
を
あ
げ
た
。
（
同
市

西
俣
野
）

事
例
④
正
月
三
ヶ
日
が
す
む
と
ウ
ナ
ィ
ハ
ジ
メ
と
い
い
、
田
か
畠
へ
行

っ
て
二
鍬
か
三
鍬
う
な
う
ま
れ
を
し
て
く
る
。
こ
の
時
は
、
松
・
竹
・
お
飾

り
を
持
っ
て
行
き
、
う
な
っ
た
所
に
さ
し
て
く
る
。
こ
れ
は
家
の
主
人
が
す

（
【
Ｊ
）

る
。
（
藤
沢
市
用
田
）

事
例
③
正
月
四
日
、
ク
ワ
ィ
レ
と
い
っ
て
、
年
男
が
〆
飾
り
と
お
さ
ん

ソ
メ
に
は
オ
サ
ン
ゴ
を
あ
げ
、

す
る
。
こ
れ
は
田
や
畠
へ
行
っ
て
三
グ

盛
り
あ
げ
、
半
紙
の
上
に
オ
サ
ン
ゴ
と
手
飾
り
を
の
せ
、
松
の

拝
ん
で
か
ら
鍬
で
畠
を

事
例
⑬
正
月
十
一
日
は
ウ
ナ
ィ
ゾ
メ
の
日
で
、
か
つ
て
は
こ
の
日
ま
で

鍬
の
柄
に
注
連
を
張
っ
て
お
い
た
が
、
そ
の
注
連
を
は
ず
し
て
鍬
を
持
っ
て

麦
畑
へ
行
き
、
麦
の
畦
を
三
か
所
さ
く
り
、
そ
こ
へ
早
稲
、
中
手
、
晩
生
と

事
例
⑫
一
月
十
一
日
は
オ
ソ
ナ
エ
ワ
リ
、
倉
開
き
の
日
で
、
か
っ
て
は

畑
を
一
鍬
う
な
っ
て
米
を
撒
き
、
ま
た
使
用
し
た
鍬
を
洗
っ
て
床
の
間
に
飾

（

巧

）

り
、
鍬
神
様
と
い
っ
て
お
灯
明
、
お
神
酒
を
供
え
て
い
た
。
（
同
市
大
島
）

事
例
⑪
畑
は
じ
め
と
い
っ
て
、

（

ｕ

）

食
後
風
呂
に
入
っ
て
午
後
は
休
む
。

事
例
⑩
正
月
四
日
、
農
家
で
は
戸
主
が
松
、
ワ
カ
ザ
リ
、
鏡
餅
の
カ
ケ

ラ
を
も
っ
て
畑
に
出
か
け
歳
徳
様
（
ア
キ
の
方
）
の
示
す
方
位
に
餅
、
松
、

（

過

）

ワ
ヵ
ザ
リ
を
供
え
一
鍬
う
な
り
帰
っ
て
き
た
。
こ
れ
を
畑
ハ
ジ
メ
と
い
う
。

（
逗
子
市
）

ご
を
持
っ
て
畑
に
行
き
、
一
’
二
鍬
う
な
っ
て
お
飾
り
を
し
、
お
さ
ん
ご
を

（

ｕ

）

供
え
て
豊
作
を
祈
る
。
（
同
市
葛
原
）

事
例
⑨
ウ
ナ
ィ
ゾ
メ
と
い
っ
て
、
一
月
四
日
、
自
分
の
田
・
畑
そ
れ
ぞ

れ
に
そ
の
年
の
暦
を
み
て
、
ア
キ
ノ
カ
タ
の
方
向
に
ク
ワ
を
数
回
入
れ
、
使

（

蛇

）

用
後
の
門
松
に
シ
メ
カ
ザ
リ
を
つ
け
て
さ
し
、
そ
の
下
に
餅
を
お
く
。
（
茅
ヶ

崎
市
堤
）

午
前
中
畑
に
行
き
農
作
業
を
す
る
。
昼

（
相
模
原
市
橋
本
、
小
山
、
旧
上
相
原
）
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決
め
て
、
年
神
か
ら
ド
ろ
し
た
お
供
え
を
置
い
て
き
た
。
そ
し
て
、
烏
が
ど

れ
を
先
に
食
べ
る
か
で
、
今
年
の
作
柄
を
占
っ
た
。
先
に
食
べ
た
方
が
豊
作

（

肥

）

で
あ
る
。
（
南
足
柄
市
矢
倉
沢
、
内
山
）

事
例
⑭
一
月
四
日
は
う
な
い
ぞ
め
と
い
っ
て
、
朝
田
ん
ぽ
と
畑
へ
行
き
、

榊
を
立
て
、
辰
巳
の
方
向
を
向
き
、
一
鍬
入
れ
て
お
飾
り
と
餅
を
細
か
く
切

（

Ⅳ

）

っ
て
半
紙
に
包
ん
で
、
う
な
っ
た
所
へ
置
き
拝
む
。
（
中
郡
大
磯
町
生
沢
）

事
例
⑮
う
な
い
ぞ
め
と
い
っ
て
、
四
日
に
一
文
飾
り
榊
・
鍬
と
お
供
え

を
の
せ
半
紙
に
、
年
神
さ
ん
へ
あ
げ
た
餅
を
二
切
（
餅
を
春
の
Ｈ
に
切
っ
た

り
、
お
供
え
を
あ
げ
る
家
も
あ
る
）
と
オ
サ
ン
ゴ
を
く
る
ん
で
畑
や
田
ん
ぽ

に
い
き
、
ア
キ
の
方
を
向
い
て
鍬
で
ふ
た
く
わ
う
な
い
、
榊
を
さ
し
、
一
文

字
飾
り
を
つ
け
、
餅
と
オ
サ
ン
ゴ
を
供
え
て
拝
む
。
西
久
保
で
は
田
ん
ぼ
が

（

喝

）

な
い
の
で
畑
だ
け
だ
っ
た
。
（
同
町
黒
岩
、
西
久
保
、
虫
窪
）

事
例
⑯
正
月
四
日
、
こ
の
日
は
山
祭
り
と
い
っ
て
仕
事
始
め
の
日
で
あ

る
。
男
子
は
そ
の
年
の
恵
方
の
耕
作
田
畑
、
山
林
へ
行
っ
て
鍬
で
二
鍬
耕
い
、

松
を
立
て
一
文
飾
り
を
懸
け
、
お
散
米
を
供
え
て
お
日
様
（
太
陽
）
を
拝
し
、

（

噂

）

今
年
の
豊
作
を
祈
る
。
（
足
柄
上
郡
中
井
町
岩
倉
）

事
例
⑰
当
地
は
畑
作
地
な
の
で
神
棚
に
は
ア
ワ
の
供
え
餅
と
米
の
供
え

餅
と
を
一
飾
り
ず
つ
供
え
た
。
こ
と
に
年
神
様
に
は
必
ず
両
方
の
供
え
餅
を

（

鋤

）

飾
る
。
（
足
柄
上
郡
大
井
町
篠
窪
）

事
例
⑬
一
月
十
一
日
は
ク
ワ
イ
レ
・
ウ
ナ
ィ
ゾ
メ
と
い
っ
て
オ
サ
ン
ゴ

（

釦

）

と
お
供
え
を
持
っ
て
畑
に
行
き
一
寸
う
な
っ
て
供
え
て
く
る
。
（
津
久
井
郡

藤
野
町
佐
野
川
）

事
例
⑳
ア
ワ
ボ
・
ヒ
ェ
ボ
と
い
っ
て
、
正
月
十
四
日
に
粟
と
麦
を
穂
の

形
に
作
り
、
竹
に
さ
し
門
の
所
に
立
て
十
六
日
に
取
っ
て
捨
て
た
。
こ
れ
は

米
や
麦
が
た
く
さ
ん
と
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
作
ら
れ
た
。
（
横
浜
市
港
北
区

茅
ヶ
崎
町
）

事
例
⑲
鍬
入
れ
と
い
う
の
は
農
家
の
畑
仕
事
始
め
の
儀
式
で
一
月
十
一

日
行
わ
れ
る
。
こ
の
日
は
朝
食
前
に
鍬
神
さ
ま
に
供
え
た
松
飾
り
や
、
御

幣
、
鍬
を
持
っ
て
畑
に
行
き
、
一
平
方
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
耕
し
て
サ
ク
を
切

り
、
松
飾
り
、
御
幣
、
鏡
も
ち
の
ち
ぎ
っ
た
も
の
を
供
え
る
。
な
お
畑
の
選

（

犯

）

択
は
そ
の
年
の
明
き
の
方
の
方
向
に
あ
る
と
こ
ろ
を
選
ん
だ
。
（
同
町
葛
原
、

和
田
、
奥
牧
野
）

事
例
⑳
一
月
十
四
日
に
ニ
ワ
ト
コ
の
木
を
約
十
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
の
筒
状

に
き
る
。
こ
れ
を
し
の
竹
を
三
つ
か
五
つ
に
さ
い
た
先
に
さ
し
、
し
だ
れ
る

よ
う
に
す
る
。
こ
れ
を
ア
ー
ポ
ー
（
粟
穂
）
、
ヘ
ー
ボ
ー
（
稗
穂
）
と
よ
び
、

事
例
⑳
ア
ボ
ボ
と
い
っ
て
、
ウ
ッ
ギ
の
木
を
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
位

（

別

）

に
切
っ
て
た
ば
ね
、
ト
シ
神
に
供
え
た
記
憶
が
あ
る
と
い
う
。
（
緑
区
荏
田

町
渋
沢
）
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家
の
堆
肥
の
つ
ん
で
あ
る
所
に
立
て
た
。
粟
や
稗
の
豊
作
を
祈
る
も
の
で
は

あ
る
が
、
こ
れ
が
ま
た
堆
肥
つ
み
こ
み
や
、
し
も
ご
え
の
使
い
は
じ
め
と
も

さ
れ
て
い
た
。
今
し
て
い
る
家
は
な
い
。
竹
に
ニ
ワ
ト
コ
を
さ
し
た
家
も
あ

（
お
）

っ
た
。
（
川
崎
市
麻
生
区
黒
川
）

で
な
く
、
い
ぼ
だ
の
枝
を
使
う
家
も
あ
っ
た
。
小
枝
に
さ
し

（

妬

）

神
宮
様
、
荒
神
様
等
に
供
え
た
。
（
同
市
川
崎
区
大
師
河
原
）

事
例
⑳
十
四
日
に
は
ニ
ワ
ト
コ
の
木
を
短
く
切
っ
て
、
二
本
を
藁
で
し

ば
り
、
ア
ー
ボ
ー
ヘ
ー
ボ
ー
（
粟
穂
稗
穂
）
と
し
て
神
棚
に
上
げ
る
。
そ
し

て
畠
に
新
竹
を
立
て
て
、
そ
の
先
を
裂
い
て
同
じ
も
の
を
八
本
ぐ
ら
い
さ

（

躯

）

し
て
、
ご
幣
を
つ
け
て
下
げ
る
。
敷
物
の
豊
作
を
願
っ
た
。
（
横
須
賀
市
池

上
）

事
例
⑳
一
月
十
四
日
は
ア
ワ
ボ
・
ヒ
エ
ボ
と
い
っ
て
、
十
二
尺
ほ
ど
の

ま
竹
を
六
尺
ぐ
ら
い
ま
で
、
四
つ
割
と
し
、
そ
の
先
に
ウ
ッ
ギ
の
木
を
さ

し
、
ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ジ
メ
を
取
り
付
け
、
庭
の
隅
に
立
て
た
。
あ
た
か
も
竹
が

し
な
う
よ
う
に
作
物
の
穂
が
実
れ
と
い
う
意
味
で
行
な
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、

（

”

）

昭
和
の
初
め
ま
で
行
な
わ
れ
た
が
今
は
な
い
。
（
同
市
宮
前
区
有
馬
）

事
例
⑳
め
い
だ
ま
（
ま
ゆ
だ
ま
、
一
月
十
四
日
）
と
い
っ
て
、
柳
の
枝

に
、
米
を
石
臼
で
ひ
い
て
出
来
た
粉
を
ふ
か
し
て
つ
く
っ
た
だ
ん
ご
を
さ
し

て
、
大
黒
柱
や
座
敷
に
飾
っ
た
。
養
蚕
を
し
な
か
っ
た
土
地
だ
っ
た
か
ら
、

ま
ゆ
の
形
よ
り
は
里
い
も
・
大
根
・
な
す
等
の
形
を
つ
く
っ
て
さ
し
た
。
柳

で
な
く
、
い
ぼ
だ
の
枝
を
使
う
家
も
あ
っ
た
。
小
枝
に
さ
し
た
も
の
を
、
大

事
例
⑳
正
月
十
四
日
の
サ
イ
ト
焼
き
の
日
に
山
か
ら
ダ
イ
ノ
コ
ン
ゴ
を

と
っ
て
き
て
ア
ワ
ボ
・
ヒ
ェ
ボ
を
作
り
、
ダ
ィ
ノ
コ
ン
ゴ
四
本
と
ア
ワ
ポ
・

ヒ
エ
ポ
を
一
本
ず
つ
束
ね
て
神
棚
・
仏
壇
・
物
置
・
道
具
・
荒
神
・
稲
荷
を

（

帥

）

供
え
た
。
（
藤
沢
巾
大
庭
）

事
例
⑳
十
五
日
は
ア
ー
ボ
ー
ヘ
ー
ボ
ー
（
粟
穂
稗
穂
）
と
い
う
の
を
や

っ
た
。
ニ
ワ
ト
コ
の
木
を
一
尺
ぐ
ら
い
に
切
り
製
の
先
を
細
く
割
り
、
そ
れ

に
さ
し
て
千
成
り
型
に
つ
く
り
、
畠
に
立
て
て
粟
や
陸
稲
の
穂
が
よ
く
垂
れ

下
が
る
よ
う
に
と
、
豊
作
を
お
祈
り
し
た
行
事
を
し
た
。
大
正
の
頃
ま
で
し

（
羽
）

た
。
（
同
市
下
平
作
）

事
例
⑳
一
月
十
四
日
、
ア
ワ
ヘ
ボ
（
粟
穂
、
稗
穂
）
と
い
う
も
の
を
作

っ
て
、
庭
に
積
ん
で
あ
る
堆
肥
に
差
し
立
て
る
。
二
メ
ー
ト
ル
位
の
竹
の
先

を
四
つ
に
割
り
、
そ
れ
ぞ
れ
を
外
側
に
曲
げ
る
。
一
方
、
デ
ー
ノ
コ
ン
ゴ
ー

（
ニ
ワ
ト
コ
）
を
十
五
セ
ン
チ
ば
か
り
に
切
り
、
削
り
か
け
に
し
て
、
割
っ

た
竹
の
先
に
差
す
。
ハ
ナ
と
も
言
う
が
、
粟
や
稗
の
穂
が
十
分
に
み
の
っ
て

（

躯

）

い
る
様
子
だ
と
い
う
。
（
茅
ヶ
崎
市
柳
島
）

事

例

⑳

正

月

十

四

日

に

、

ボ
ゥ
を
作
り
、
こ
の
二
種
を

（
釦
）

え
る
。
（
同
市
遠
藤
）

事
例
⑳
赤
い
肌
の
木
と
青
い
肌
の
木
を
一
本
ず
つ
ワ
ラ
で
結
び
つ
け
た

粟
・
稗
の
穂
に
見
た
て
た
ア
ワ
ボ
ウ
・
ヒ
エ

把
に
ま
る
め
て
年
神
様
、
大
神
宮
な
ど
に
供
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事
例
⑳
粟
穂
稗
穂
を
一
月
十
四
日
に
つ
く
る
。
約
三
セ
ン
チ
の
真
竹
の

上
部
二
分
の
一
を
五
つ
に
さ
く
。
そ
の
先
へ
三
十
’
’
四
十
セ
ン
チ
の
ニ
ワ

ト
コ
の
木
を
つ
け
て
傘
の
如
く
広
げ
た
の
を
堆
肥
用
の
上
に
立
て
る
。
ま
た

小
形
の
を
つ
く
り
、
仏
壇
、
神
棚
等
へ
も
供
え
る
。
ニ
ワ
ト
コ
の
木
三
十
セ

ン
チ
位
の
三
本
合
わ
せ
て
、
そ
の
中
央
を
白
紙
で
巻
き
、
ま
た
樫
の
木
で
三

十
セ
ン
チ
位
の
箸
を
つ
く
り
、
そ
の
中
央
を
白
紙
で
巻
い
た
も
の
を
合
わ
せ

（

妬

）

て
粟
穂
稗
穂
の
所
へ
供
え
る
。
十
六
日
の
朝
取
り
除
く
。
（
同
市
鵜
野
森
、

上
鵺
間
）

事
例
“
一
月
十
四
日
、
ニ
ワ
ト
コ
の
木
で
粟
穂
稗
穂
を
作
っ
て
明
き
の

（

師

）

方
に
あ
た
る
田
畑
へ
持
っ
て
行
っ
て
松
と
一
緒
に
刺
す
。
（
同
市
大
島
）

事
例
⑫
白
神
様
の
前
に
供
え
た
か
つ
ん
ぼ
い
（
ぬ
る
で
）
の
農
木
（
こ

の
ご
ろ
は
立
通
し
に
し
た
二
年
目
の
桑
の
枝
を
用
い
る
）
の
一
メ
ー
ト
ル
ぐ

ら
い
も
の
を
三
分
の
一
ぐ
ら
い
に
五
つ
に
割
り
、
先
を
く
が
ら
せ
こ
れ
に
差

し
、
十
一
日
の
朝
百
姓
は
じ
め
の
神
事
を
行
っ
た
畑
に
立
て
て
粟
穂
稗
穂
が

（

弱

）

実
っ
た
形
に
す
る
。
（
同
）

（

銘

）

も
の
を
ア
ワ
ポ
ヒ
エ
ボ
と
い
い
年
神
に
供
え
る
。
（
同
市
芹
沢
）

（

製

）

を

追

っ

た

。

（

相

模

原

市

橋

本

、

小

山

、

旧

上

相

模

）

事
例
⑪
か
つ
ん
ぽ
い
（
ぬ
る
で
）
の
枝
で
粟
穂
稗
穂
を
つ
く
る
。
婆
さ

ん
が
〃
そ
れ
を
入
れ
る
か
ま
す
は
わ
し
が
も
っ
て
く
る
〃
と
唱
え
な
が
ら
後

事
例
⑬
正
月
十
四
日
、
竹
を
細
く
割
り
、
そ
の
先
に
五
セ
ン
チ
位
の
長

さ
に
切
っ
た
ダ
イ
ノ
コ
ン
ゴ
ウ
の
枝
を
さ
し
て
、
神
棚
の
前
の
長
押
に
さ
し

（

虹

）

た
。
こ
れ
を
ア
ー
ボ
・
ヒ
エ
ボ
（
粟
穂
・
稗
穂
）
と
い
う
。
（
同
郡
中
井
町
古

怒

田

）

~

事
例
⑰
春
一
番
早
く
芽
を
出
す
ニ
ワ
ト
コ
（
一
名
ダ
イ
ノ
コ
ン
ゴ
ウ
）
、

こ
の
木
を
一
種
特
別
な
小
刀
で
削
り
か
け
、
こ
れ
と
松
葉
と
を
藁
で
ゆ
わ
い

た
も
の
を
、
正
月
の
始
め
に
作
っ
て
神
仏
に
供
げ
た
。
削
り
か
け
は
米
、
一

方
は
粟
穂
、
五
穀
豊
穣
の
祈
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
作
っ
て
供
げ
る
家
は

（

㈹

）

一
軒
も
な
い
。
（
足
柄
上
郡
中
井
町
岩
倉
）

事
例
⑲
正
月
四
日
の
ヤ
マ
ハ
ジ
メ
で
取
っ
て
来
た
カ
ッ
ノ
キ
を
使
っ

て
~
神
様
に
あ
げ
る
数
だ
け
の
ア
ワ
ボ
・
へ
－
ボ
・
カ
ュ
カ
キ
ボ
ウ
を
、
正

事
例
⑯
一
月
十
四
日
、
神
棚
の
下
に
大
き
な
樹
木
を
立
て
枝
毎
に
団
子

を
さ
す
。
丸
い
団
子
、
煙
草
の
葉
、
落
花
生
の
形
、
鶏
の
形
、
乳
牛
の
形
な

（

調

）

ど
が
枝
に
飾
ら
れ
、
粟
穂
稗
穂
も
飾
ら
れ
て
い
る
。
（
秦
野
市
東
田
原
、
西

田
原
）

~
事
例
⑮
一
月
十
三
日
に
は
、
ま
た
ア
ボ
ヘ
ボ
を
つ
く
っ
た
。
粟
・
オ
カ

（

錫

）

ボ
・
栗
な
ど
の
豊
熟
し
た
様
を
つ
く
り
、
コ
ウ
ノ
ハ
ナ
を
花
瓶
に
い
け
る
。

（

小

田

原

市

入

生

田

）

~
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月
十
四
日
に
主
人
が
作
る
。
ア
ワ
ポ
・
ヒ
ー
ポ
は
、
こ
の
地
域
で
は
削
り
か

け
と
呼
ぶ
。
ア
ワ
ボ
は
カ
ッ
ノ
キ
の
細
い
と
こ
ろ
（
直
径
一
・
五
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
）
を
使
い
、
長
さ
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
に
切
り
、
そ
の
皮
を

む
き
、
先
端
か
ら
三
段
に
ぐ
る
つ
と
削
り
か
け
を
行
な
う
。
そ
れ
に
竹
を
割

っ
て
、
先
端
を
三
本
に
分
け
カ
ッ
ノ
キ
の
削
り
か
け
三
本
に
さ
す
。
竹
の
長

さ
は
全
体
で
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
余
で
、
削
り
か
け
を
つ
け
な
い
方
を
折

（

蛇

）

り
ま
げ
て
、
掛
け
る
よ
う
に
し
て
あ
る
。
（
同
郡
山
北
町
箒
沢
）

事

例

⑨

一

月

十

五

日

は

ケ

ズ

（
“
）
る
。
（
津
久
井
郡
津
久
井
町
青
根
）

月
十
五
日
は
ケ
ズ

事
例
⑫
一
月
十
三
日
、
山
へ
行
っ
て
ゴ
マ
木
と
い
う
ゴ
マ
を
焚
く
木
を

大
き
な
一
束
伐
っ
て
、
そ
れ
を
一
尺
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
に
切
っ
て
、
ノ
ー
ギ

（
粟
や
稗
の
形
を
し
た
も
の
）
を
作
り
畑
に
立
て
る
。
太
い
竹
を
上
か
ら
半

（

媚

）

分
ぐ
ら
い
割
り
、
ノ
ー
ギ
を
さ
す
。
あ
る
い
は
、
一
月
七
日
に
、
カ
ッ
ン
ポ

ー
（
ぬ
る
で
）
の
木
を
伐
っ
て
お
き
、
こ
の
日
そ
の
皮
を
上
手
に
は
い
で
、

（

媚

）

臼
、
杵
、
鉈
、
鎌
、
粟
穂
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
の
形
を
つ
く
っ
て
飾
る
。
（
津

久
井
郡
藤
野
町
和
田
）

事
例
⑳
ア
ワ
ボ
は
カ
シ
ノ
木
で
作
る
。
ま
ず
削
り
掛
け
を
作
り
、
そ
れ

（

“

）

に
先
を
曲
げ
た
竹
を
三
本
ま
た
は
五
本
差
す
。
（
同
郡
同
町
都
夫
良
野
）

以
上
、
事
例
①
か
ら
⑲
ま
で
が
ウ
ナ
ィ
ゾ
メ
の
儀
礼
で
、
事
例
⑳
か
ら
⑫
ま

リ
カ
ヶ
を
作
る
が
、
ア
ワ
と
ヒ
エ
を
作

で
が
粟
穂
稗
穂
の
儀
礼
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
中
国
地
方
に
み
ら
れ
る
よ
う
な

ム
ギ
ホ
メ
の
呪
術
性
を
も
つ
儀
礼
や
ツ
ク
リ
モ
ノ
と
し
て
の
麦
穂
の
儀
礼
な
ど

を
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

ま
た
、
ク
ワ
イ
レ
の
儀
礼
は
、
端
的
に
い
え
ば
、
畑
作
に
限
定
さ
れ
る
だ
け

で
な
く
、
畑
作
と
稲
作
と
の
儀
礼
が
重
層
ま
た
は
複
合
し
て
い
る
よ
う
な
状
態

で
あ
る
か
ら
、
稲
作
を
含
め
た
農
作
物
の
豊
作
祈
願
の
儀
礼
（
予
祝
僚
礼
）
と

考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
三
例
は
、
稲
作
の
収
穫
儀
礼
と
し
て
の
「
亥
の
子
」
儀
礼
で
は
な
く

畑
作
で
あ
る
大
根
の
豊
作
祈
願
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

次
に
畑
作
物
の
豊
凶
を
占
う
数
少
な
い
事
例
を
紹
介
し
よ
う
。

事
例
⑬
十
月
十
日
は
い
の
こ
で
、
昔
は
大
根
を
た
く
さ
ん
漬
け
物
に
使

っ
た
の
で
、
大
根
が
よ
く
と
れ
る
よ
う
に
、
小
さ
い
餅
に
あ
ん
や
キ
ナ
粉
を

（

鞭

）

つ
け
た
も
の
を
、
こ
の
日
に
大
根
畑
に
持
っ
て
い
っ
て
供
え
た
。
（
川
崎
市

麻
生
区
黒
川
）

事
例
⑭
十
月
の
亥
の
日
に
は
大
根
が
良
く
で
き
る
よ
う
に
と
い
っ
て
ボ

（

媚

）

タ
モ
チ
を
作
っ
た
。
（
藤
沢
市
打
戻
）

事
例
⑮
十
月
の
亥
の
日
に
、
亥
の
子
牡
丹
餅
を
あ
げ
た
。
昔
の
人
は

（

伯

）

「
大
根
が
よ
く
で
き
る
よ
う
に
」
と
神
様
に
あ
げ
た
。
（
同
市
円
行
）
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事
例
①
九
月
の
十
五
夜
に
、
月
が
み
ご
と
に
顔
を
だ
す
と
、
来
年
の
大

麦
は
あ
た
る
と
い
わ
れ
、
逆
に
月
が
雲
が
く
れ
を
す
る
と
、
大
麦
の
作
は
あ

（

卵

）

ま
り
良
く
な
い
と
い
っ
た
。
（
横
浜
市
磯
子
区
氷
取
沢
）

事
例
②
十
月
の
十
三
夜
に
、
月
が
で
れ
ば
来
年
の
小
麦
の
作
は
あ
た

（

別

）

り
、
逆
の
場
合
は
小
麦
の
作
は
良
く
な
い
と
さ
れ
た
。
（
同
）

事
例
③
榛
名
山
に
代
参
し
た
者
が
神
社
に
置
く
立
礼
一
枚
、
村
の
要
所

に
は
る
筒
粥
札
四
’
十
枚
、
嵐
除
け
と
祈
祷
札
を
軒
数
分
も
ら
っ
て
く
る
。

筒
粥
の
札
は
榛
名
山
で
正
月
筒
粥
の
行
事
を
行
な
い
そ
の
年
の
作
物
の
豊
凶

を
占
う
も
の
で
、
各
作
物
が
今
年
は
ど
の
程
度
で
き
る
の
が
印
刷
さ
れ
て
い

る
。
同
様
の
も
の
は
大
山
で
も
出
し
、
そ
れ
を
も
ら
っ
て
く
る
人
も
い
る
。

嵐
除
け
は
畑
に
さ
し
て
お
く
も
の
で
、
祈
祷
札
は
神
棚
の
戸
口
に
張
っ
て
お

（
記
）

く
。
（
川
崎
市
麻
生
区
岡
上
）

事
例
⑤
一
月
十
五
日
に
は
筒
粥
の
占
い
に
よ
っ
て
農
作
物
の
豊
凶
を
、

ま
た
一
ケ
年
間
各
月
毎
の
天
候
も
占
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
日
待
の
宿
の
座

事
例
④
十
五
日
朝
に
小
豆
を
入
れ
た
粥
を
作
る
。
前
日
神
棚
に
供
え
て

お
い
た
カ
ュ
。
ハ
シ
ラ
で
、
こ
の
粥
を
か
き
ま
わ
す
。
別
に
一
升
マ
ス
へ
籾
か

ら
を
入
れ
て
お
く
。
粥
の
中
か
ら
引
き
上
げ
た
カ
ュ
？
ハ
シ
ラ
ヘ
、
籾
が
ら
を

か
け
て
再
び
神
棚
に
供
え
る
。
こ
の
時
の
籾
の
つ
き
具
合
で
、
そ
の
年
の
豊

（

認

）

凶
を
占
う
の
で
あ
る
。
（
藤
沢
市
遠
藤
）

敷
に
富
士
浅
間
の
軸
を
か
け
、
神
前
に
米
一
升
（
う
る
ち
）
、
小
豆
一
合
、
青

竹
（
径
一
セ
ン
チ
、
長
さ
十
五
セ
ン
チ
、
一
方
節
付
）
に
一
月
か
ら
十
二
月

ま
で
の
刻
印
を
つ
け
、
十
二
本
を
麻
糸
を
束
ね
て
供
え
、
穣
祓
の
祝
詞
を
よ

み
修
祓
し
て
後
、
三
者
を
神
前
か
ら
下
げ
鍋
に
入
れ
る
。
攪
枠
し
て
青
竹
の

束
を
取
り
出
し
、
卓
子
の
上
で
月
順
に
竹
を
割
っ
て
中
に
入
っ
た
米
粉
の
数

に
よ
っ
て
豊
凶
を
占
う
の
で
あ
る
。
十
二
二
種
の
作
物
の
順
序
は
昔
か
ら
決

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
燃
や
し
て
い
る
薪
の
小
枝
の
お
き
を
一
月
か
ら

十
二
月
ま
で
順
次
用
意
の
鉄
板
の
上
に
並
べ
て
、
そ
の
お
き
の
消
え
方
に
よ

（

別

）

っ
て
天
候
を
占
う
の
で
あ
る
。
（
秦
野
市
東
田
原
）

浅

菜煙 小大小大お中早間
芋稗粟 く 大

種草 豆豆麦麦手手稲神
筒
粥_、

四二七五八六六一七十二七表雪
卜 ト ト ト ト ト ト ト ト ト ト 卜

一

月

二

月

三

月

四

月

五

月

六

月

七

月

八

月

九

月

十

月

十
一
月

十
二
月

半 半半半 半
天天天天雨天天天天天天天
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ま
た
、
粥
占
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
は
個
人
の
家
で
も
行
わ
れ
て
い
た
が
今

で
は
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
習
俗
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
。
~
現
在
、
伊
勢
原
市
大
山

以
上
の
七
例
が
年
占
に
関
す
る
事
例
で
あ
る
。
こ
の
中
で
、
事
例
①
、
②
に

み
ら
れ
る
よ
う
に
十
五
夜
や
十
三
夜
の
月
が
見
え
る
か
、
見
え
な
い
か
に
よ
っ

（

銘

）

て
麦
作
の
豊
凶
や
天
候
を
占
う
事
例
は
、
~
埼
玉
県
な
ど
に
み
ら
れ
る
が
、
県
下

で
は
こ
れ
だ
け
し
か
、
今
の
と
こ
ろ
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
お
そ

ら
く
は
、
か
っ
て
県
内
の
各
地
で
も
こ
の
よ
う
な
伝
承
が
み
ら
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
も
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

事
例
⑦
正
月
四
日
オ
ニ
ウ
チ
ギ
を
一
本
は
イ
ロ
リ
の
前
に
置
き
、
も
う

一
本
を
火
に
く
く
、
そ
の
も
え
お
き
を
十
二
個
、
炉
の
前
に
置
い
た
上
に
の

せ
る
。
こ
の
時
、
灰
が
落
ち
る
と
、
そ
の
月
は
雨
が
多
い
、
灰
が
動
く
と
、

そ
の
月
は
風
が
強
い
と
い
う
よ
う
に
し
て
十
二
ヶ
月
の
天
候
を
占
う
の
で
あ

（
釘
）

る

。

~

（

足

柄

上

郡

山

北

町

共

和

）

~

~

~

事
例
⑥
十
一
月
、
亥
の
日
が
三
度
あ
る
と
麦
が
あ
た
る
（
よ
く
取
れ
る
）

と
い
う
。
猪
が
畑
を
堀
り
返
す
か
ら
、
そ
の
あ
と
蒔
く
麦
が
よ
く
で
き
る
の

か
、
ボ
タ
モ
チ
を
や
る
か
ら
せ
っ
か
く
蒔
い
た
麦
を
荒
す
な
と
、
ボ
タ
モ
チ

（

髄

）

を
畑
へ
持
っ
て
い
く
か
ら
だ
と
い
う
。
、
（
中
郡
大
磯
町
黒
岩
、
西
久
保
、
》
”
虫

窪
）

萬
十
ニ
ト
作
也

扶
桑
教

の
阿
夫
利
神
社
、
横
浜
市
港
北
区
師
岡
の
熊
野
神
社
、
中
郡
二
宮
町
の
川
勾
神

（

弱

）

社
に
お
け
る
筒
粥
神
事
が
知
ら
れ
て
い
る
。
神
社
で
は
、
古
く
か
ら
、
占
い
の

結
果
を
木
版
刷
り
に
し
た
神
札
を
信
者
の
家
や
附
近
の
農
家
に
配
布
し
た
。
農

家
で
は
、
こ
の
神
札
を
も
と
に
し
て
作
付
け
を
考
え
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
占

表
か
ら
は
、
あ
る
時
代
の
農
作
物
の
種
類
な
ど
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
、
粥
占
に
つ
い
て
も
今
後
の
調
査
研
究
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
予
税
儀
礼
の
構
成
要
素
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な

る
。

㈲
門
松
に
用
い
ら
れ
た
松
な
ど
の
小
枝
を
畑
に
持
っ
て
行
く
。

口
正
月
の
お
飾
り
な
ど
に
用
い
ら
れ
た
幣
束
な
ど
を
小
枝
に
飾
る
。

口
畑
に
鍬
を
持
っ
て
行
き
、
サ
ク
を
切
っ
て
く
る
。

四
餅
、
米
、
神
酒
な
ど
の
供
物
を
持
っ
て
行
く
。

四
恵
方
を
向
い
て
拝
む
。

以
上
の
五
点
で
あ
る
が
、
祀
ら
れ
る
神
や
と
く
に
決
ま
っ
た
食
べ
物
な
ど
が

み
ら
れ
な
か
っ
た
。

ま
た
稗
穂
稗
穂
は
、
と
く
に
粟
や
粟
な
ど
の
豊
作
を
祈
願
し
た
儀
礼
で
あ
る

が
、
そ
れ
ら
の
モ
ノ
ッ
ク
リ
を
堆
肥
の
上
に
立
て
る
こ
と
が
ひ
と
つ
の
特
徴
で

あ
る
と
い
え
よ
う
。

最
初
に
播
種
儀
礼
の
事
例
を
紹
介
し
、
つ
い
で
播
種
儀
礼
の
構
成
要
素
な
ど

について、言及することにしたい・二、播種儀礼
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事
例
④
麦
蒔
き
は
十
月
二
十
日
頃
に
始
め
、
十
一
月
二
十
日
頃
に
終

る
。
麦
が
蒔
き
終
る
と
、
マ
キ
ァ
ゲ
と
い
っ
て
、
~
片
平
で
は
ア
ヅ
キ
ガ
ュ
を

（

“

）

作
り
、
黒
川
で
は
ゥ
ル
チ
で
赤
メ
シ
を
作
っ
た
。
（
同
市
麻
生
区
片
平
、
黒

川
）

事
例
①
十
一
月
二
十
’
二
十
五
に
マ
キ
ァ
ゲ
を
し
た
。
麦
ま
き
仕
事
が

ほ
ぼ
ム
ラ
中
で
終
っ
た
頃
に
マ
キ
ァ
ゲ
と
い
っ
て
、
麦
ま
き
仕
事
を
手
伝
っ
~

（

帥

）

て
く
れ
た
人
々
を
よ
び
、
ソ
・
ハ
と
ボ
タ
モ
チ
で
ご
馳
走
し
た
。
（
横
浜
市
磯

子
区
氷
取
沢
）

事
例
⑤
大
豆
が
播
き
上
が
る
と
、
萱
を
二
本
切
っ
て
先
を
し
ば
り
、
播

（

“

）

き
終
え
た
場
所
に
立
て
、
地
神
さ
ま
の
腰
掛
け
と
い
っ
た
。
（
横
須
賀
市
秋

谷
字
久
留
和
）

事
例
③
十
一
月
初
め
、
麦
の
播
き
あ
げ
と
い
っ
て
、
お
は
ぎ
、
ま
た
は

（

蛇

）

ぼ
た
餅
を
鍬
、
そ
の
他
の
農
具
に
供
え
る
。
（
川
崎
市
宮
前
区
有
馬
）

事
例
②
麦
蒔
き
の
終
わ
っ
た
十
一
月
九
日
に
は
、
イ
ノ
コ
ポ
タ
モ
チ
と

い
っ
て
、
ア
ヅ
キ
を
潰
し
て
ボ
タ
モ
チ
を
こ
し
ら
え
、
カ
ナ
ゴ
キ
様
・
神
様

・
大
神
宮
様
・
仏
様
に
そ
な
え
て
か
ら
食
べ
た
。
ま
た
ボ
タ
モ
チ
を
ダ
イ
コ

（

釦

）

ン
畑
に
置
く
家
も
あ
っ
た
。
（
同
市
港
北
区
茅
ヶ
崎
町
）

事
例
⑥
麦
を
ま
い
た
と
き
、
オ
ハ
ギ
を
作
っ
て
祝
っ
た
。
こ
れ
を
ド
イ

事
例
⑪
十
一
月
末
か
ら
十
二
月
初
旬
、
大
麦
の
播
き
終
る
と
、
ネ
ズ
フ

サ
ギ
の
ボ
タ
モ
チ
を
作
り
、
神
棚
、
年
神
、
稲
荷
な
ど
へ
供
え
家
で
も
食
べ

（
”
）

る
。
（
三
浦
市
各
地
）

事
例
⑩
麦
が
播
き
終
る
と
、
麦
の
マ
キ
ァ
ゲ
と
い
っ
て
、
お
そ
ば
を
打

つ
か
、
ギ
ン
メ
シ
（
混
ぜ
も
の
を
入
れ
な
い
白
い
御
飯
）
を
炊
い
て
神
様
、

（

的

）

仏
様
に
お
供
え
す
る
。
（
藤
沢
市
遠
藤
）

事
例
③
麦
を
播
く
時
に
は
、
土
肥
の
中
へ
種
を
入
れ
て
播
い
た
も
の
で

と

ひ

だ

あ
る
が
、
そ
の
土
肥
を
畑
へ
出
し
終
る
と
、
土
肥
立
ち
の
祝
い
と
い
っ
て
お

祝
い
を
し
た
。
ま
た
麦
播
き
が
終
る
と
ボ
タ
モ
チ
を
作
っ
た
。
今
は
い
ず
れ

（

印

）

も
し
て
い
な
い
。
（
同
市
長
沢
、
三
浦
市
初
声
町
和
田
）

事
例
⑦
ネ
ズ
フ
サ
ギ
ノ
ボ
タ
モ
チ
と
い
う
の
は
、
麦
ま
き
の
終
る
頃
に

作
お
と
し
の
厄
よ
け
の
た
め
に
、
こ
れ
を
つ
く
っ
て
畠
に
埋
め
る
こ
と
を
や

（

髄

）

る
。
十
一
月
頃
で
あ
る
。
（
同
市
池
上
）

事
例
⑨
十
月
半
頃
、
麦
ま
き
が
終
る
と
「
麦
マ
キ
正
月
よ
－
」
と
プ
レ

（

“

）

て
休
む
。
麦
の
マ
キ
ァ
ゲ
に
は
お
萩
を
つ
く
っ
た
。
（
鎌
倉
市
）

（

髄

）

ダ
シ
と
い
う
。
（
同
市
長
井
）

事
例
⑫
麦
ま
き
が
終
る
と
麦
の
ま
き
あ
げ
と
い
い
、
お
赤
飯
を
ふ
か
す
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や
粟
の
儀
礼
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
、
麦
に
』

成
要
素
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

神
奈
川
県
下
で
は
、
麦
に
関
す
る
播
種
儀
礼
が
大
部
分
で
、
わ
ず
か
に
大
豆

粟
の
儀
礼
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
、
麦
に
お
け
る
播
種
儀
礼
の
構

事
例
⑮
部
落
の
ク
ワ
ッ
パ
ラ
ィ
に
先
立
っ
て
、
個
々
の
家
単
位
に
麦
ま

き
の
終
了
を
祝
う
〃
麦
ま
き
ビ
ル
メ
シ
〃
が
あ
る
。
麦
ま
き
が
終
っ
た
日
に

米
の
ご
は
ん
か
赤
は
ん
を
た
き
ご
ち
そ
う
を
つ
く
っ
て
食
べ
る
も
の
で
、
部

落
の
〃
ク
ワ
ッ
・
ハ
ラ
イ
〃
ま
で
に
〃
麦
ま
き
ビ
ル
メ
シ
〃
を
終
え
な
い
の
は

（

脚

）

恥
と
し
て
が
ん
ば
っ
た
と
い
う
。
（
同
郡
同
町
長
竹
、
韮
尾
根
）

事
例
⑭
七
月
十
九
日
、
二
十
日
と
十
一
月
十
九
日
、
二
十
日
の
二
回
、

ク
ワ
ッ
。
ハ
ラ
イ
を
行
な
う
。
前
者
は
麦
刈
り
と
ア
ワ
播
き
が
終
っ
た
頃
、
後

者
は
麦
ま
き
と
稲
刈
り
が
終
っ
た
頃
に
あ
た
る
。
部
落
中
で
仕
事
を
休
み
、

（

ね

）

ご
ち
そ
う
を
作
る
。
嫁
に
い
っ
た
者
も
帰
っ
て
来
て
に
ぎ
や
か
に
な
る
。

（
津
久
井
郡
津
久
井
町
大
字
鳥
屋
字
道
場
）

か
餅
を
つ
い
て
神
さ
ん
・
仏
さ
ん
と
お
寺
へ
も
あ
げ
祝
っ
た
。
晩
に
は
ソ
、
ハ

を
打
っ
て
食
べ
る
。
こ
の
ソ
‘
ハ
と
ツ
ュ
を
「
ま
き
あ
が
り
ま
し
た
」
と
い
っ

て
近
所
へ
配
る
家
も
あ
っ
た
。
麦
の
ま
き
あ
げ
と
エ
ベ
ス
講
を
兼
ね
て
や
る

（

、

）

家
も
あ
っ
た
。
（
中
郡
大
磯
町
黒
岩
、
西
久
保
、
虫
窪
）

事
例
⑬
大
麦
の
播
種
、
刈
り
上
げ
後
、
サ
ナ
ブ
リ
を
し
た
。
サ
ナ
ブ
リ

（

池

）

は
大
麦
だ
け
で
陸
稲
な
ど
に
は
し
な
か
っ
た
。
（
足
柄
上
郡
大
井
町
赤
田
）

で
は
、
は
じ
め
に
収
穫
儀
礼
の
事
例
を
紹
介
し
、
つ
い
で
収
穫
儀
礼
の
構
成

要
素
な
ど
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

事
例
①
麦
の
カ
リ
ァ
ゲ
の
日
に
は
、
ア
ヅ
キ
御
飯
を
神
様
に
上
げ
た
。

（

布

）

チ
ャ
ワ
ン
に
ク
ワ
を
置
き
、
そ
こ
に
ア
ヅ
キ
御
飯
を
そ
な
え
た
。
（
横
浜
市

茅

ヶ

崎

町

）

㈲
播
種
を
終
え
た
時
を
、
マ
キ
ァ
ゲ
と
い
う
。
と
く
に
麦
の
マ
キ
ァ
ゲ
と
称

さ

れ

る

。

口
播
種
が
終
了
し
た
時
、
ソ
ゞ
ハ
、
ボ
タ
モ
チ
な
ど
を
作
っ
て
食
べ
る
。
ボ
タ

モ
チ
は
、
イ
ノ
コ
の
ボ
タ
モ
チ
と
呼
ば
れ
た
り
、
ネ
ズ
フ
サ
ギ
の
ボ
タ
モ
チ

と
称
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

日
ボ
タ
モ
チ
な
ど
の
供
物
は
、
神
棚
、
仏
壇
、
鍬
な
ど
の
農
具
に
供
え
ら
れ

つ

（

》

０

以
上
の
四
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
他
に
、
祀
ら
れ
る
神
が
み

ら
れ
な
い
こ
と
や
マ
キ
ァ
ゲ
の
祝
い
が
、
家
単
位
で
行
わ
れ
る
も
の
と
ム
ラ
単

位
で
行
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
事
例
が

少
な
い
の
で
、
詳
し
く
分
析
す
る
こ
と
が
き
わ
め
て
不
可
能
で
あ
る
。

事
例
②
麦
の
刈
入
は
六
月
中
旬
頃
。
刈
り
上
げ
の
祝
い
は
、
各
家
々
で

（

布

）

や
る
。
穂
を
供
え
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
（
同
市
緑
区
荏
田
町
柚
木
）

三
、
収
穫
儀
礼
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事
例
④
カ
リ
ァ
ゲ
の
ボ
タ
モ
チ
と
い
っ
て
麦
の
刈
り
あ
げ
の
日
に
ボ
タ

（

沼

）

餅
を
作
っ
た
と
い
う
。
（
川
崎
市
麻
生
区
岡
上
）

事
例
⑨
稲
で
も
粟
で
も
み
か
ん
で
も
、
新
し
く
採
取
し
た
も
の
は
、
農

（

鯛

）

家
で
は
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
程
家
の
神
々
に
捧
げ
る
な
ら
わ
し
で
あ
る
。

（
同
） 事

例
⑤
麦
の
コ
キ
ァ
ゲ
が
す
む
と
「
今
日
は
コ
キ
ァ
ゲ
に
し
よ
う
よ
」

（

ね

）

と
い
っ
て
赤
飯
を
ふ
か
し
て
祝
っ
た
。
（
鎌
倉
市
）

事

例

③

大

麦

を

麦

打

（
足
柄
上
郡
大
井
町
篠
窪
）

事
例
⑦
力
イ
シ
ャ
ク
ァ
ガ
リ
と
い
っ
て
、
八
月
半
す
ぎ
畑
作
業
が
完
了

（

釦

）

し
た
こ
ろ
お
節
供
を
し
た
。
（
綾
瀬
市
早
川
）

事
例
⑥
麦
刈
り
が
済
む
と
、
三
日
間
の
正
月
が
出
て
ア
ナ
フ
サ
ゲ
ノ
ポ

（

帥

）

タ
モ
チ
と
呼
ぶ
ぽ
た
餅
を
作
る
。
（
藤
沢
市
片
瀬
）

事
例
③
モ
チ
ァ
ワ
や
陸
稲
や
収
穫
さ
れ
る
と
、
ホ
ヵ
ヶ
と
い
っ
て
ア
ン

（

両

）

コ
ロ
モ
チ
を
つ
く
り
、
近
所
へ
配
っ
た
。
（
同
市
瀬
谷
区
阿
久
和
）

事
例
⑩
粟
を
作
っ
て
い
た
頃
は
、
旧
九
月
十
三
日
の
頃
が
新
粟
の
収
穫

（

艶

）

大
麦
を
麦
打
ち
台
で
脱
穀
し
た
あ
と
に
サ
ナ
ブ
リ
を
し
た
。

神
奈
川
県
に
お
け
る
畑
作
儀
礼
に
つ
い
て
、
予
祝
儀
礼
・
播
種
儀
礼
・
収
穫

儀
礼
の
三
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
し
て
紹
介
し
て
き
た
が
、
全
体
と
し
て
資
料
が

き
わ
め
て
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
前
述
し
て
き
た
よ
う
に
神
奈

川
県
が
早
く
か
ら
都
市
化
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
地
域
に
比
べ
て
畑
作
儀
礼

が
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

今
後
は
、
畑
作
儀
礼
（
畑
作
文
化
）
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
次
の
点
に
留

以
上
の
事
例
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
収
穫
儀
礼
も
事
例
が
き
わ
め
て
少
な
い

の
で
、
分
析
す
る
こ
と
が
不
可
能
に
近
い
。
そ
こ
で
、
気
が
つ
い
た
点
を
二
、

三
指
摘
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

畑
作
の
収
穫
儀
礼
に
も
、
稲
作
儀
礼
と
同
じ
よ
う
に
刈
り
上
げ
儀
礼
と
扱
き

上
げ
儀
礼
が
あ
る
こ
と
と
、
そ
の
祝
い
は
、
家
毎
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
指

摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
播
種
儀
礼
に
も
み
ら
れ
た
よ
う
に
ぽ
た
餅
、
ア
ン
コ
ロ
餅
、
小
豆
飯

な
ど
を
作
っ
て
食
べ
る
こ
と
で
あ
る
。

（

別

）

時
期
で
も
あ
っ
た
の
で
粟
餅
を
作
っ
て
供
え
た
り
し
た
。
（
足
柄
下
郡
湯
河

原
町
吉
浜
）

（

部

）

事
例
⑪
ゴ
マ
を
収
穫
す
る
と
、
荒
神
さ
ま
に
供
え
た
。
（
津
久
井
郡
藤

野
町
名
倉
、
藤
沢
市
長
後
）

お

わ

り

に
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意
し
て
研
究
を
進
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
の
ひ
と
つ
は
、
神
奈
川
県
に
お
い
て
も
盆
行
事
に
み
ら
れ
る
精
霊
棚
の
供

物
や
十
五
夜
、
十
三
夜
な
ど
に
供
え
ら
れ
る
供
物
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
供
物
は
、
粟
、
麦
、
里
芋
、
大
豆
な
ど
の
畑
作
物
が
用
い
ら
れ
て
い
る

（

師

）

か
ら
で
あ
る
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
ツ
ミ
タ
（
摘
田
）
と
い
う
水
稲
直
播
栽
培
の
農
法
に
留
意

（

師

）

す
べ
き
で
あ
る
。
ツ
ミ
タ
の
栽
培
技
術
や
儀
礼
は
、
稲
作
儀
礼
（
稲
作
文
化
）

よ
り
は
む
し
ろ
畑
作
儀
礼
（
畑
作
文
化
）
に
近
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。

本
稿
は
、
畑
作
儀
礼
の
事
例
を
紹
介
す
る
こ
と
を
第
一
義
と
し
た
の
で
、
畑

作
物
の
栽
培
技
術
や
そ
れ
に
と
も
な
う
農
耕
具
（
民
具
）
な
ど
と
関
連
さ
せ
て
考

え
る
複
合
的
な
視
点
が
欠
落
し
て
い
る
の
で
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

最
後
に
、
本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
、
数
多
く
の
民
俗
調
査
報
告
書
な

ど
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
謝
意
を
あ
ら
わ
し
て
終
り
と
し
た
い
。

注（
１
）
畑
作
儀
礼
は
、
本
来
稲
作
儀
礼
に
比
較
し
て
稀
薄
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も

早
い
時
期
に
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
の
か
、
今
後
も
追
求
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。

（
２
）
坪
井
洋
文
『
イ
モ
と
日
本
人
』
（
未
来
社
、
昭
副
）
、
『
稲
を
選
ん
だ
日
本
人
』

（
未
来
社
、
昭
師
）
や
野
本
寛
一
『
焼
畑
民
俗
文
化
論
』
（
雄
山
開
、
昭
弱
）
な

ど

に

み

ら

れ

る

。

（
３
）
矢
作
尚
也
・
栃
原
嗣
雄
「
丘
陵
・
山
地
の
麦
作
り
ｌ
麦
作
り
・
農
具
・
儀
礼
習

俗
Ｉ
」
（
『
埼
玉
県
立
歴
史
資
料
館
研
究
紀
要
』
第
２
号
、
昭
和
五
五
年
）
、
大

（
４
）

（
過
）

（
狸
）

（
ｕ
）

へへ

7 6
レ－

（
５
）

（
焔
）

（
巧
）

（
皿
）

（
８
）

（
９
）

（
、
）

舘
勝
治
・
柳
正
博
「
埼
玉
の
麦
作
儀
礼
」
（
『
同
紀
要
』
第
六
号
、
~
昭
和
五
九

年
）
。

川
崎
市
教
育
委
員
会
編
『
川
崎
市
最
西
部
地
区
民
俗
総
合
調
査
報
告
』
、
昭
和

四
六
年
、
八
一
頁
。

横
須
賀
市
衣
笠
公
民
館
編
『
衣
笠
地
区
古
老
の
は
な
し
』
、
昭
和
五
二
年
、
三

二
頁
。

鎌
倉
市
教
育
委
員
会
編
『
と
し
よ
り
の
は
な
し
』
、
昭
和
四
六
年
、
二
九
○
頁
。

藤
沢
市
教
育
文
化
研
究
所
編
『
稲
作
慣
行
調
査
報
告
書
』
、
昭
和
五
一
年
、
一

八
二
頁
。

（
７
）
と
同
じ
、
一
二
九
頁
。

（
７
）
と
同
じ
、
四
四
頁
。

藤
沢
市
教
育
文
化
研
究
所
編
『
稲
作
慣
行
調
査
報
告
書
』
、
昭
和
四
九
年
、
八

三
頁
。

県
史
編
集
室
『
神
奈
川
県
史
民
俗
資
料
調
査
報
告
』
４
、
昭
和
四
九
年
、
五
六

頁
。

武
蔵
大
学
社
会
人
類
学
研
究
会
編
『
茅
ケ
崎
市
堤
の
民
俗
』
、
昭
和
五
五
年
、

十
六
頁
。

逗
子
市
教
育
委
員
会
編
『
逗
子
市
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
十
集
（
民
俗
）
、
昭

和
五
六
年
、
八
四
頁
。

相
模
原
市
教
育
委
員
会
編
『
年
中
行
事
調
査
報
告
書
』
、
昭
和
五
六
年
、
十
二

頁

。

県

史

編

集

室

『

神

奈

川

県

史

民

俗

資

料

調

査

報

告

』

２

、

昭

和

四

七

年

、

三

九

頁
。

県
史
編
集
室
『
神
奈
川
県
史
民
俗
資
料
調
査
報
告
』
５
、
昭
和
五
○
年
、
三
三

頁
。
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（
Ⅳ
）

（
四
）

（
喝
）

へへへ

30 29 28
嘗曹曹

へへへ

27 26 25
ｰレー

へ
刈
缶
ノ

〆
の
乙
竺

（
鱒
）

へへへ

22 21 20
レゼゼ

へへへ

33 32 31
曹曹曹

大
磯
町
教
育
委
員
会
編
『
大
磯
町
生
沢
地
区
民
俗
資
料
調
査
報
告
書
』
、
昭
和

五
十
年
、
二
一
頁
。

同
編
『
大
磯
町
黒
岩
・
西
久
保
・
虫
窪
地
区
民
俗
資
料
調
査
報
告
書
』
、
昭
和

五
四
年
、
二
七
頁
。

神
奈
川
県
教
育
委
員
会
編
『
足
柄
地
区
民
俗
資
料
調
査
報
告
書
（
２
）
』
、
昭
和

四
八
年
、
九
十
頁
。

神
奈
川
県
立
博
物
館
編
『
足
柄
の
民
俗
Ｉ
』
、
昭
和
五
九
年
、
一
九
頁
。

（
ｕ
）
に
同
じ
、
一
一
八
頁
。

藤
野
町
教
育
委
員
会
編
『
ふ
じ
乃
町
の
民
俗
文
化
財
〕
第
１
集
、
昭
和

年
、
二
三
頁
。

横
浜
市
都
市
計
画
局
編
「
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
域
内
歴
史
民
俗
調
査
報
告

（
港
北
区
茅
ケ
崎
町
）
』
、
昭
和
五
三
年
、
一
二
九
頁
。

横
浜
市
教
育
委
員
会
編
『
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
域
内
文
化
財
調
査
報
告
（
民

俗
）
』
、
昭
和
四
七
年
、
七
七
頁
。

（
４
）
に
同
じ
、
八
四
’
八
五
頁
。

川
崎
市
教
育
委
員
会
編
『
大
師
河
原
の
民
俗
』
、
昭
和
五
八
年
、
一
○
八
頁
。

川
崎
市
教
育
文
化
研
究
所
編
『
郷
土
学
習
資
料
』
第
二
集
（
民
俗
資
料
編
・
有

馬
地
区
）
、
昭
和
四
六
年
、
三
十
頁
。

（
５
）
と
同
じ
、
七
四
頁
。

（
５
）
と
同
じ
、
三
四
頁
。

藤
沢
市
教
育
文
化
研
究
所
編
『
稲
作
慣
行
調
査
報
告
書
』
、
昭
和
四
八
年
、
四

二
頁
。

同
編
『
遠
藤
の
昔
の
生
活
』
、
昭
和
五
五
年
、
一
九
五
’
六
頁
。

茅
ケ
崎
市
文
化
資
料
館
編
『
柳
島
生
活
誌
』
、
昭
和
五
四
年
、
一
四
○
頁
。

神
奈
川
県
立
博
物
館
編
言
相
模
川
下
流
域
の
民
俗
』
、
昭
和
四
五
年
、
三
六
頁
。

へへへへへへへへ

50 49 48 47 46 45 44 43
ｰレーｰし－ｰｰ

へへへへへ

38 37 36 35 34
，－ﾉ暫し－ｰ

へへへへへ

55 54 53 52 51
ｰｰｰｰｰ

へへへへ

42 41 40 39
－警一嘗

（
皿
）
と
同
じ
、
二
六
頁
。

（
皿
）
と
同
じ
、
二
六
頁
。

（
皿
）
と
同
じ
、
二
三
’
二
四
頁
。

（
巧
）
と
同
じ
、
三
九
頁
。

県
史
編
集
室
編
『
神
奈
川
県
史
民
俗
資
料
調
査
報
告
』
３
、
昭
和
四
八
年
、
七

二
頁
。

（
鴫
）
と
同
じ
、
七
五
頁
。

（
四
）
と
同
じ
、
九
一
頁
。

（
卯
）
と
同
じ
、
七
六
頁
。

瀬
戸
貞
夫
著
『
西
丹
沢
の
民
俗
Ｉ
』
、
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
、
昭
和
五
二
年
、

五
七
’
五
八
頁
。

東
京
教
育
大
学
研
究
会
編
『
西
丹
沢
の
民
俗
』
、
昭
和
三
七
年
、
五
三
頁
。

（
ｕ
）
と
同
じ
、
九
七
頁
。

（
露
）
と
同
じ
、
七
九
頁
。

（
ｕ
）
と
同
じ
、
二
七
頁
。

（
４
）
と
同
じ
、
九
六
頁
。

（
７
）
と
同
じ
、
一
三
八
頁
。

（
７
）
と
同
じ
、
五
二
頁
。

横
浜
市
文
化
財
研
究
調
査
会
編
弓
横
浜
市
釜
利
谷
開
発
地
区
文
化
財
研
究
調
査

報
告
書
（
歴
史
・
民
俗
編
）
』
、
昭
和
五
一
年
、
八
三
頁
。

（
印
）
と
同
じ
、
八
四
頁
。

川
崎
市
教
育
委
員
会
編
『
岡
上
の
民
俗
』
、
昭
和
五
七
年
、
五
九
頁
。

（
瓢
）
と
同
じ
、
一
九
六
頁
。

（
胆
）
と
同
じ
、
七
六
頁
。

（
胆
）
と
同
じ
、
七
二
頁
。
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